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家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

幼稚園児を有する母親像についての数量化３類による評価

○熊谷伸子＊　芳住邦雄＊　児玉好信* ＊　荻村昭典＊* *

(＊共立女大院1共立女短大+ + 文化女大)

目的：近代家族の危機・崩壊に関連して少子化、核家族化、シングルマザーの増加等が

その源として挙げられている。これらに基づいて家族の全体像を研究してた成果も少な

くない。しかし家族というフレームワークの中における、それぞれの役割変化に着眼し

た研究は、大変乏しい現状にある。本研究では母親像の解明を目的として、その全体の

多次元構造が明らかに出来ると共に、その構造の中において個人を位置づけることの出

来る数量化３類を分析に用いた。すなわち、行動意識の現出として、コミュニケーショ

ン機能を果たす着装行動から、幼稚園児を持つ現代の母親像を本研究では明らかにする。

方法：予め幼稚園児の母親の服装を７パターンに類型化した。これらを判断するのに適

切であると思われる2 5語を抽出し、女子大生2 2名を被験者として５段階評価を行っ

た。解析には数量化３鎖を用いた。

結果：各パターンに対する評価の結果をを１て?のデータとしてまとめて数量化３類によ

り構造化した結果、2 5項目による２次元の構蒋を見出すことが出来た。これを2次元

平面に表示してみると、１軸は個人の嗜好の対立軸でありフォーマルとカジュアルの要

因によって構造化されることがわかった。さらに、２軸は社会的な流行への適応の軸で

あり、目立つないしは先端的なと地味ないしは流行遅れという要因によって構造化され

ていることがわかった。また、各パターンごとに個人分布を２次平面上に位置付けてみ

ると、それぞれの着装の特徴がよく表されていることが判明した。
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族関係一一日本経沸新聞「私の履雁書」より（第Z穣）

　遠山千代子

　【目的】伝記とりわけ自叙伝は、著者の人柄を余すところなく伝えるものであり、非常に

興味深いものがある. 第1 fitでは.日本の各界で活躍し文化の発展に貢献した人々の成長

過程における家族関係からの影響、およびその結果としての人生観・家庭観・教育観など
を概観した. 第2報では、特に祖父母･ 孫関係に焦点をあてた事例研究を行うことを目的

とする．

　【方法】日本経済新聞祉が刊行した『私の履歴書　文化人』（全2 O巻）を資料とした．

これ≫i.日本経済新闘が文化欄に連載している「私の履m書」の巾から、作家．画家、芸

能人. 学升などを巾心に編集したものである. 掲載者の総数は1 5 0名であるが、その巾

から祖父母との関係を詐細＼zti述したものを取り上げ．分析対象事例とした．
　【結果】まず第1 ftで述べたように、対象者（出生時期が明if} 2年～大正6年）はその人

生において「家」制度の影饗を強く受けた世代である．したがって祖父母・孫関係を論じ

る際にも現代のそれと安易に比較することは出来ないが．基本的にはかなり強固であった
と推察される．それは、祖父母・孫関係が比較的短期間であったにもかかわらず．幼少時

の鮮烈な印象や人格形成への多大な影響を記述する事例の多さに表れている．
また、基本的には柵父母を敬愛し肯定的にとらえたものが多いが．一部には複雑な家族関

係の源として批刊的・否定的にとらえるものもある．なお、代表的な3!i型としてば、
（k）両親の代理として養育にあたる養育型(B)伝統芸術など･の後輪者を養成する伝承型

(C)友愛的な交流を楽しみとする情愛型　をあげることができよう．
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